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北京市郊外のモデル農村の風景
（右側に並ぶのは揚子江から北京へ水を運ぶため黄河の下をくぐらせるパイプライン用の建築資材）

　
　

農
村
の
高
齢
化
の
進
行
は
、
農
業
人
口

の
減
少
に
よ
り
持
続
的
に
農
業
生
産
に
影

響
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
年
金
制
度
と

医
療
保
険
制
度
の
未
整
備
に
よ
り
、
今
後

の
農
村
の
維
持
そ
の
も
の
に
大
き
な
陰
を

落
と
し
て
い
る
。

﹇
都
市
と
の
収
入
格
差
﹈

●
都
市
と
農
村
の
収
入
格
差
は
、
拡
大
傾

向
に
あ
る
（
１
９
８
５
年
に
は
１
・
86
倍

だ
っ
た
の
が
２
０
０
５
年
に
お
い
て
は

３
・
22
倍
）。
ま
た
、
農
村
内
部
で
の
格

差
も
拡
大
す
る
傾
向
に
あ
り
、
農
家
を
収

入
レ
ベ
ル
で
５
段
階
に
分
け
た
最
低
収

入
層
と
最
高
収
入
層
と
の
純
収
入
額
の

格
差
は
、
２
０
０
２
年
の
６
・
９
倍
か
ら

　

農
村
の
高
齢
化
、
都
市
と
の
格
差
問
題
等

が
深
刻
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
十
分
な
政

策
が
ま
だ
実
行
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
、
農

村
問
題
が
最
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
。

﹇
高
齢
化
﹈

●
中
国
の
農
村
で
は
、
現
在
、
都
市
へ
の
移

住
と
出
稼
ぎ
、
さ
ら
に
は
出
生
率
の
低
下

に
よ
り
高
齢
化
が
進
行
し
て
お
り
、
40
歳

以
下
の
農
業
の
担
い
手
が
非
常
に
少
な
い

地
域
や
、
老
人
と
子
供
の
み
が
残
っ
て
い

て
青
・
壮
年
の
働
き
手
の
い
な
い
村
が
大

幅
に
増
加
し
て
い
る
。

小
西　

孝
蔵

農
林
水
産
政
策
研
究
所
長

最
近
の
中
国
農
業
・
農
村
・
食
料
の
動
向

　
　
　
　

―

日
中
韓
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
を
通
じ
て―

  

農
業
・
農
村
問
題

 

１
　

こ
の
度
、
第
５
回
北
東
ア
ジ
ア
農
業
政
策
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
の
国
際
会
議
に

参
加
し
、
中
国
政
府
関
係
研
究
者
と
意
見
交
換
を
行
い
、
最
近
の
中
国
の
農
業
、

農
村
、
食
料
問
題
に
つ
い
て
有
意
義
な
知
見
を
得
ら
れ
た
の
で
ご
紹
介
し
た
い
。
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北京市最大の青果物卸売市場・「新発地卸売市場」
（農家の庭先でネギを買い集めてきた業者がトラックに積載したまま客を待っている風景）

２
０
０
５
年
の
７
・
３
倍
へ
と
拡
大
し
て

い
る
（
中
国
統
計
年
鑑
２
０
０
６
）。

﹇
農
業
補
助
金
、
金
融
等
農
業
政
策
﹈

●
第
16
期
人
民
代
表
大
会
後
、
農
業
支
援
策

が
打
ち
出
さ
れ
、殊
に
２
０
０
４
年
以
降
、

農
家
に
対
す
る
補
助
金
（
食
糧
生
産
直
接

補
助
、
優
良
種
子
補
助
、
農
機
購
入
補

助
、
農
業
資
材
補
助
）
が
支
払
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
金
額
的
に
は
十
分
な
水

準
に
な
っ
て
い
な
い
（
約
３
１
０
億
元
、

約
５
千
億
円
）。

　
　

農
業
保
護
の
水
準
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｓ

Ｅ
で
み
て
も
数
％
で
、
日
本
・
韓
国
の
10

分
の
１
以
下
で
あ
り
、
コ
メ
・
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
・
小
麦
３
作
物
に
対
す
る
平
均
の
補

助
額
は
、
種
子
代
の
一
部
で
し
か
な
い
状

況
で
あ
る
。

●
中
国
に
お
け
る
農
村
金
融
は
、
農
村
信

用
社
が
農
家
に
直
接
融
資
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、制
度
的
な
問
題
に
加
え
、

農
村
信
用
合
作
社
が
制
度
改
革
の
中
で
不

良
債
権
の
処
理
に
追
わ
れ
て
い
る
と
い
う

実
態
も
あ
り
、
農
家
が
融
資
を
受
け
る
こ

と
は
非
常
に
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
（
農

家
の
融
資
全
体
の
う
ち
農
村
信
用
社
は
２

割
程
度
を
占
め
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
残
り

の
８
割
は
親
類
縁
者
ま
た
は
高
利
貸
し
か

ら
の
借
金
で
占
め
ら
れ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。）。

　
　

農
産
物
保
険
は
現
在
、
各
地
で
小
規
模

な
試
行
的
実
施
が
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、

政
策
的
制
度
と
し
て
ま
だ
確
立
し
て
い
な

い
。

●
農
産
物
流
通
の
分
野
で
も
、
農
業
者
の

組
織
化
が
遅
れ
て
い
る
た
め
、
卸
売
市
場

で
の
販
売
に
お
い
て
極
め
て
不
利
な
立
場

に
お
か
れ
て
い
る
（
視
察
先
の
北
京
一
の

青
果
物
卸
売
市
場
で
は
、
産
地
仲
買
人
と

バ
イ
ヤ
ー
の
相
対
取
引
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
）。

　

バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
は
バ
イ
オ
エ
タ

ノ
ー
ル
等
加
工
需
要
が
高
ま
る
中
で
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
由
来
に
よ
る
生
産
を
規
制
し
、

キ
ャ
ッ
サ
バ
等
か
ら
の
生
産
を
拡
大
す
る
方

針
に
転
換
し
て
き
て
い
る
。
長
期
的
に
は
、

畜
産
需
要
等
の
拡
大
に
よ
り
、
飼
料
穀
物
の

輸
入
あ
る
い
は
、
畜
産
物
の
輸
入
か
の
選
択

を
迫
ら
れ
、
世
界
貿
易
に
大
き
な
影
響
が
及

ぶ
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
中
長
期
的
に
は
、
農
地
の
住
宅
・

工
業
用
転
用
需
要
の
大
幅
な
増
加
が
食
料
生

産
の
制
約
要
因
と
な
っ
て
い
る
点
、
ま
た
、

華
北
地
方
を
中
心
に
、
水
資
源
の
制
約
が
農

業
生
産
に
及
ぼ
す
影
響
が
顕
在
化
し
て
い
る

点
も
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

食
糧
需
給
と
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル

 

（
農
業
経
済
発
展
研
究
所
研
究
員
と
の

 　

意
見
交
換
を
含
む
。）

 

２
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北京郊外「韓村河鎮」の幹線道路の様子
（路上左側でトウモロコシが乾されている）

　
　

他
方
、
米
国
は
自
国
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

を
加
工
し
て
エ
タ
ノ
ー
ル
を
作
る
よ
う
に

な
る
た
め
、
今
後
は
輸
出
余
力
が
減
少
す

る
。
米
国
の
他
に
誰
が
中
国
に
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
を
大
量
に
供
給
で
き
る
か
、
供
給
余

力
が
な
け
れ
ば
、
中
国
は
輸
入
し
た
く
て

も
輸
入
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
と
す
る
見
方
が
あ
る
。
将
来
的
に

は
、
中
国
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
輸
入
す
る

の
か
、
肉
で
輸
入
す
る
の
か
と
い
う
選
択

に
迫
ら
れ
る
可
能
性
が
高
い
。

●
す
で
に
中
国
の
豚
肉
価
格
は
５
０
０
グ

ラ
ム
当
た
り
２
ド
ル
に
ま
で
上
昇
し
て
い

る
。
最
近
、
中
国
の
豚
肉
価
格
が
上
昇
し

た
原
因
は
、
①
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
価
格
の
上

昇
、
②
豚
の
疫
病
の
発
生
、
③
農
村
の
労

働
力
不
足
の
３
つ
で
あ
る
。
７
月
に
米
国

か
ら
12
万
ト
ン
の
豚
肉
を
緊
急
輸
入
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
が
、
す
で
に
２
万
ト
ン

は
輸
入
さ
れ
て
い
る
。

﹇
小
麦
の
需
給
﹈

●
小
麦
に
つ
い
て
は
、
華
北
地
方
が
小
麦
生

産
の
中
心
で
あ
る
。
当
地
方
で
は
お
お
む

ね
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
輪
作
さ
れ
て
い
る
た

め
、
面
積
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。

消
費
も
生
産
も
安
定
し
た
状
態
に
あ
る
と

い
っ
て
よ
い
。
小
麦
の
生
産
が
安
定
し
て

﹇
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
と

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
需
給
﹈

●
現
行
の
認
可
さ
れ
て
い
る
４
つ
の
バ
イ

オ
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
工
場
は
、
政
府
か
ら

の
補
助
金
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
補
助
が

打
ち
切
ら
れ
れ
ば
生
産
の
拡
大
は
で
き
な

い
状
況
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
政
府
の
意

向
を
無
視
し
て
生
産
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
た
だ
、
民
間
の
非
認
可
企
業
に
つ
い

て
は
、
原
油
の
国
際
価
格
の
上
昇
に
伴
う

利
潤
を
見
越
し
、
生
産
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
の
で
、
今
後
の
民
間
企
業
の
動
向

は
、
原
油
価
格
の
動
向
次
第
と
い
う
こ
と

が
言
え
る
。

●
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
国
内
生
産
量
は
約

１
億
４
千
万
ト
ン
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、

飼
料
用
が
約
７
割
、
加
工
用
が
２
割
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
加
工
用
の
う
ち
、
バ

イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
用
は
約
２
５
０
万
ト
ン

（
２
％
程
度
）
で
あ
る
。

●
今
後
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
需
給
見
通
し
に

つ
い
て
は
、価
格
が
上
昇
し
て
い
る
中
で
、

需
要
・
生
産
と
も
に
増
加
す
る
が
、
需
要

の
伸
び
（
畜
産
需
要
、
加
工
需
要
）
が
供

給
を
上
回
り
、加
工
能
力
の
向
上
に
よ
り
、

将
来
的
に
は
大
量
の
輸
入
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
と
し
て
い
る
。い
ず
れ
に
し
て
も
、

中
国
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
市
場
は
、
国
際
貿

易
市
場
に
大
き
な
影
響
を
与
え
つ
つ
あ
る

と
い
え
る
。

●
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
に
つ
い
て
は
、
耕

地
の
制
約
等
か
ら
、
播
種
面
積
を
こ
れ
以

上
大
き
く
伸
ば
す
こ
と
は
無
理
で
あ
り
、

ま
た
、
Ｇ
Ｍ
Ｏ
品
種
は
単
収
そ
の
も
の
を

増
加
さ
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
現
在
商
品

化
へ
の
見
通
し
も
な
い
こ
と
か
ら
、
大
幅

に
単
収
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
技
術
的
に

も
困
難
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
今
後
、
中

国
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
を
大
き
く
拡

大
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
い
と
い
え
る
。



No.26　13

北京市郊外のモデル農村の風景

い
る
理
由
の
１
つ
に
、
小
麦
で
は
機
械
化

が
か
な
り
進
展
し
て
い
る
こ
と
も
大
き
く

影
響
し
て
い
る
。
農
民
が
出
稼
ぎ
に
出
て

も
、
機
械
に
よ
る
作
業
委
託
が
可
能
で
あ

り
、
機
械
収
穫
隊
が
何
百
キ
ロ
も
南
か
ら

北
へ
移
動
し
な
が
ら
、
収
穫
し
て
い
く
仕

組
み
が
で
き
て
い
る
。

﹇
土
地
・
水
資
源
﹈

●
中
長
期
的
に
見
る
と
、
農
地
の
住
宅
・
工

業
用
転
用
需
要
の
大
幅
な
増
大
（
20
〜
30

年
後
に
は
５
０
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
上
回

る
と
の
見
通
し
）
が
食
料
生
産
の
制
約
要

因
に
な
っ
て
い
る
。

●
中
国
の
水
資
源
に
つ
い
て
は
、
最
近
、
華

北
平
原
の
水
不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、

今
年
、
東
北
で
は
大
規
模
な
旱
魃
が
発
生

し
た
。
西
北
は
昔
か
ら
水
が
不
足
し
て
い

る
。今
年
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
生
産
量
は
、

播
種
面
積
が
増
え
た
が
、
生
産
量
は
昨
年

と
同
じ
レ
ベ
ル
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
旱
魃

の
影
響
で
あ
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
量

が
全
国
一
の
吉
林
省
も
今
年
は
旱
魃
の
た

め
に
や
や
減
産
し
た
。
今
年
は
水
が
不
足

し
て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
南
の
広
東

省
も
、
２
ヵ
月
間
に
及
ぶ
旱
魃
が
発
生
し

た
。

●
一
般
的
に
、
水
の
利
用
は
工
業
が
ま
ず
優

先
さ
れ
て
い
る
。
次
に
農
業
で
は
収
益
性

の
高
い
経
済
作
物
が
優
先
さ
れ
、
食
糧
作

物
は
後
回
し
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
水

汚
染
の
問
題
も
深
刻
で
あ
り
、
主
要
河
川

や
小
河
川
の
水
質
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
工
業
排
水
が
原
因
で
あ
る
。ま
た
、

自
然
汚
染
あ
る
い
は
養
殖
・
農
業
に
よ
る

汚
染
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

●
さ
ら
に
農
家
が
井
戸
や
河
か
ら
水
を
取
水

し
、
水
を
か
け
る
際
に
蒸
発
し
て
し
ま
う

等
、
水
の
浪
費
、
非
効
率
的
な
水
利
用
の

問
題
も
あ
る
。
各
農
家
の
過
剰
な
井
戸
開

発
が
進
ん
で
い
る
。
特
に
、
華
北
で
は
こ

れ
が
顕
在
化
し
て
、
井
戸
の
水
位
が
低
下

し
て
い
る
。




